
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*水換算：降雪量を水換算の量（mm）として示している。 

 

本研究は文部科学省「気候変動適応技術社会実装プログラム(SI-CAT)」及び「統合的気候モデル高度化研究

プログラム」の一般財団法人気象業務支援センターを主管機関とする領域テーマ C「統合的気候変動予測」

課題（研究代表：高薮 出）の支援を受けて実施されました。 

 

 

 

 気象研究所、東北大学、海洋研究開発機構、気象業務支援センター、長野県環境保全研究

所の研究グループは、1km メッシュの高解像度気候シミュレーションを行い、地球温暖化に

より今世紀末の北アルプスの冬の降雪量が極端化する（雪が多く降る年はより多く、あまり

降らない年はより少なくなる）ことを示しました。本成果は 3 月 11 日付で日本地球惑星科学

連合の国際誌「Progress in Earth and Planetary Science」に掲載されます。 
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【研究の概要】 

●高解像度（1km メッシュ）の気候変動予測シミュレーションにより、地球温

暖化が北アルプスの雪に及ぼす影響を検討しました。 

 

●今世紀末の北アルプスでは、雪が多い年の冬季には、現在以上の大雪が降る

一方、雪が少ない年の降雪は現在と比べて大幅に減少する可能性があること

が分かりました。 

 

●地球温暖化が進行すると、北アルプスの降雪は現在よりも極端化することが

示唆されます。 

地球温暖化により、北アルプスの降雪量が 

極端化することが分かりました。 

SDGs（ 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ） は 、 美 し く 、 

誰 も が 安 心 し て 暮 ら し 続 け ら れ る 社 会 を 

め ざ し 、 世 界 み ん な で 取 り 組 む 目 標 で す 

［ 長野県は「SDGs 未来都市」です ］ 

 

多雪年 少雪年 


